
　
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ス
マ

ラ
ン
か
ら
車
で
３
、
４
時
間
ほ

ど
の
距
離
に
位
置
す
る
デ
ィ
エ

ン
高
原
。
３
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト

は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
の
遺
跡

群
、
温
泉
が
噴
き
上
が
る
地
熱

地
帯
、
そ
し
て
神
秘
的
な
湖
で

す
。

　
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
の
遺
跡

群
は
聖
典
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ

タ
」
の
英
雄
に
ち
な
ん
だ
「
ア

ル
ジ
ュ
ナ
寺
院
」
な
ど
が
並
ぶ

公
園
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
ひ
と
た
び
足
を
踏
み
入
れ

る
と
目
の
前
に
広
が
る
景
観
は

ま
る
で
絵
画
。
色
と
り
ど
り
の

花
が
咲
き
、
天
気
に
恵
ま
れ
た

日
中
は
周
囲
の
山
々
の
活
き
活

き
と
し
た
緑
と
朽
ち
行
く
古
跡

の
風
貌
が
壮
大
な
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
描
き
ま
す
。
夕
方
、
西
日

の
後
光
を
受
け
て
輝
く
遺
跡
群

は
「
神
々
が
住
む
」
と
称
さ
れ

る
の
も
納
得
の
神
々
し
さ
。
凄

ま
じ
い
自
然
の
包
容
力
の
中
に

張
り
詰
め
た
暮
れ
て
い
く
時
の

静
寂
。
純
粋
で
清
ら
か
な
そ
の

空
間
は
ま
っ
た
く
違
う
宗
教
で

あ
り
な
が
ら
な
ぜ
だ
か
バ
チ
カ

ン
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
で

感
じ
た
神
聖
さ
に
も
似
て
い
て

思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
カ
ワ
・
シ
キ
ダ
ン
（Kawah 

Sikidang
）
は
北
海
道
や
九
州

1 総　合

クナパくん　町
を 歩 い て い る
と、ワルン（屋
台）やカキリマ
（移動式屋台）
に、リアルな魚
の絵やメニュー

などが書かれた横断幕のよう
なものが掛かっているよね。
どこで作っているのかな。
記者　中央ジャカルタのアグ
ス・サリム（サバン）通りや
スネン、ブンドゥンガンヒリ
ル（ベンヒル）などの印刷屋
さんで作っているという話だ
よ。布の横断幕は手で描いて
いるというものもあったよ。
クナパくん　そうなんだ。

記者　ベンヒルの印刷屋さん
「ビンタン・スンプルナ」に
行ってみたよ。５階建てで、
いろいろな印刷機がある。
クナパくん　注文は？
記者　まずはデザイン。全
てデータで扱っていて、画
像処理ソフト「フォトショッ
プ」や文書作成ソフト「ワー
ド」、ＰＤＦなどで自分で作
成したデザイン、好みの写真
などのデータを持ち込めば印
刷してくれる。
クナパくん　ソフトを使えな
いと難しいのかな。

記者　ビンタン・スンプルナ
で働くスニンシさん（30）に
よると、多くの印刷屋さんに
は、専門のスタッフがいて、
デザインを持って行かなくて
も一緒に作成してくれるとい
うよ。実際にこの店では、店

内に何台ものパソコンがあっ
て、お客さんと相談しながら
デザインしていた。いくつか
の型が用意されていることが
多いよ。同店では、こうして
スタッフが付き添った場合、
１時間10万ルピアだった。
クナパくん　そうなんだ。横
断幕自体の値段は？
記者　この店では縦１メート
ル、横１メートルで５万5000
ルピアから。印刷機の関係で
横幅は最大５メートルまで。
ビニールや紙などには印刷で
きるが布には対応していなか

った。店によっ
てさまざまだと
いうよ。
クナパくん　そ
うなんだ。横断
幕以外の物にも
印刷できるんだ
よね。
記者　うん。写真はもちろ
ん、パズル、カレンダー、パ
ンフレット、ポスターなどが
あったよ。ベンヒルにあるほ
かの印刷屋さんでは、Ｔシャ
ツや帽子にも印刷ができた。
クナパくん　横断幕だけでな
く、世界に一つしかない物を
作るのに利用してみても面白
いかもね。　　 （上村夏美）

?

あの横断幕はどこから？

香料諸島の旅（歴史編）　
じゃか得マップ　
人気童話シリーズのカフェ　
学力の伸び、人事評価に反映　
京浜急行、羽田に「だまし絵」　
みなみ十字　
じゃらんじゃらん　
ワクワクジャパン週間番組表　
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神々が住むヒンズー教の聖地・ディエン高原と伝統市
場満喫の旅１泊２日

産経海外ファミリークラブジャカルタ
ASTRINDO TRAVEL SERVICES
電話	 021・3907577
メール	 mizugaki@astrindotour.co.id
フェイスブック　www.facebook.com/sankei.jakarta/
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ヒンドゥーの神々が住む
　　　　寺院遺跡、湯煙、湖

　
「
神
々
が
住
む
」
と
言
わ
れ
る
場
所
は
こ
の
地
球
上
に
数
々
あ
る
そ
う
で
す
。
ざ
っ
と
調
べ

た
と
こ
ろ
で
も
ネ
パ
ー
ル
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
日
本
に
も
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
バ
リ
島
も

「
神
々
が
住
む
島
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
信
じ
る
神
様
の
呼
び
名
や
そ
の
信
仰
方
法
、

教
義
な
ど
は
違
っ
て
も
こ
う
し
た
「
神
」
信
仰
の
宗
教
観
は
古
今
東
西
各
地
に
存
在
し
、
太
古

の
昔
か
ら
人
間
の
営
み
を
支
え
て
き
た
と
言
え
そ
う
で
す
。
今
回
の
お
す
す
め
観
光
情
報
は
そ

ん
な
「
神
々
が
住
む
地
」
と
呼
ば
れ
る
中
部
ジ
ャ
ワ
の
聖
地
、
デ
ィ
エ
ン
高
原
を
紹
介
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
（
産
経
海
外
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
水
柿
そ
の
子
、
写
真
も
）

に
あ
る
い
わ
ゆ
る
「
地
獄
谷
」

の
よ
う
な
地
熱
地
帯
で
す
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
「Kawah

」

は
「
火
口
」
「
噴
火
口
」
な
ど

と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
は
一

面
硫
黄
山
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
源

泉
が
ボ
コ
ボ
コ
と
湧
き
、
の
ろ

中部ジャワ
ディエン高原

し
の
よ
う
に
湯
煙
が
噴
き
上
が

っ
て
い
ま
す
。
ほ
の
か
な
硫
黄

の
香
り
と
温
泉
成
分
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
空
気
で
気
分
は
健
康

ラ
ン
ド
。
日
本
で
は
お
お
よ
そ

「
進
入
禁
止
」
と
な
る
よ
う
な

岩
石
の
上
を
じ
か
に
歩
い
た

り
、
火
口
付
近
ま
で
接
近
で
き

た
り
、
卵
を
持
参
し
て
い
け
ば

温
泉
卵
も
作
れ
る
と
い
う
自
然

と
の
距
離
感
は
大
人
も
子
ど
も

も
十
分
楽
し
め
ま
す
。

　
併
設
の
売
店
は
パ
サ
ー
ル
風

に
な
っ
て
い
て
お
買
物
も
外
せ

ま
せ
ん
。
標
高
２
千
メ
ー
ト
ル

と
い
う
土
地
柄
、
昼
夜
の
寒
暖

の
差
か
ら
驚
く
ほ
ど
甘
く
育
つ

デ
ィ
エ
ン
名
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
随
一
の
お
い

し
さ
と
い
う
定
評
で
こ
こ
の
売

店
で
も
一
番
人
気
。
ま
た
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
も
デ
ィ
エ

ン
高
原
で
し
か
採
れ
な
い
と
い

う
果
物
「
カ
リ
カ
」
の
ほ
か
、

旬
の
野
菜
や
果
物
も
売
ら
れ
て

㊤金色の後光を受けて輝く夕暮れ時のアルジュナ寺院遺跡群
㊧ワヤン・クリットでは絶世の美男子という英雄「アルジュ
ナ」の前でポーズ㊦シキダン地熱地帯の硫黄の山と噴き上が
る湯煙

い
ま
す
。

　
直
訳
す
る
と
「
色
の
湖
」

と
い
う
「
テ
ラ
ガ
・
ワ
ル
ナ

(Telaga W
arna)

」
は
季
節
や

一
日
の
時
間
や
天
候
な
ど
で
も

水
の
色
が
七
変
化
す
る
湖
で

す
。
そ
の
秘
密
は
水
中
の
含
有

ミ
ネ
ラ
ル
。
し
ば
ら
く
観
光
し

て
い
る
間
に
も
濃
紺
、
エ
メ
ラ

ル
ド
グ
リ
ー
ン
、
淡
い
水
色
な

ど
次
々
と
変
化
す
る
水
面
を
楽

し
め
ま
し
た
。
こ
こ
も
景
観
に

は
非
常
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
様

子
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
あ
ま
り

見
か
け
な
い
大
輪
の
紫
陽
花
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
が
訪
問
客
を
歓
迎

し
て
く
れ
ま
す
。

　
「
こ
う
い
う
所
、
う
ち
の
田

舎
の
近
く
に
も
あ
る
ん
だ
よ

ね
」
。
ツ
ア
ー
参
加
者
の
一
人

が
ふ
と
漏
ら
し
ま
し
た
。
ど
こ

ディエン高原

スマラン

ジョクジャカルタ

中部ジャワ州

㊤
シ
キ
ダ
ン
地
熱
地
帯
、
温
泉
卵
も
で
き
ま
す
よ
㊥
テ
ラ
ガ
・
ワ
ル
ナ
、
木
々
の
間
か
ら
見
え
る
湖
面
は
見
る
見
る

う
ち
に
次
々
と
色
を
変
え
た
㊦
テ
ラ
ガ
・
ワ
ル
ナ
で
訪
問
者
を
歓
迎
す
る
大
輪
の
紫
陽
花

か
日
本
人
の

心
の
原
風
景

に
も
近
い
懐

か
し
さ
と
優

し
さ
が
漂
う

デ
ィ
エ
ン
高

原
の
観
光
名

所
の
数
々
。

皆
さ
ま
も
ぜ

ひ
訪
れ
て
自

然
の
パ
ワ
ー

と
神
聖
な
空

気
を
実
感
し

て
み
て
く
だ

さ
い
。

サバン通りの焼き魚屋のリアル
な横断幕＝米元文秋写す

日本有数の炭鉱の町だった北海道
夕張市。地域の足となってきたＪ
Ｒ北海道の石勝線・夕張支線が、
ことし３月いっぱいで127年の歴
史に幕を閉じる＝時事　

６月に開館60周年を迎える東京・
上野の国立西洋美術館。19日から
展覧会「ル・コルビュジエ　絵画
から建築へ―ピュリスムの時代」
が開かれる＝時事　

２月８日はその年の無病息災を願
ってさまざまな行事が行われてき
た「事八日」。６種類の具材を使
った「お事汁」を味わい、日本古
来の伝統を体感＝味の素提供

2
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石炭と鉄道の歴史をたどる

還暦の国立西洋美術館

お事汁で無病息災願う



て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
オ
ラ
ン

ダ
の
世
界
的
地
位
も
下
が
り
始
め

た
。

　

一
方
、
新
た
な
海
外
拠
点
を
イ

ン
ド
に
求
め
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
良

質
な
綿
製
品
の
大
量
生
産
に
よ
っ

て
国
力
を
増
大
さ
せ
て
い
っ
た
。

な
お
、
ク
ー
ン
は
、
ナ
ツ
メ
グ
と

丁
子
の
独
占
体
制
を
確
立
し
て
か

ら
５
年
後
、
一
度
オ
ラ
ン
ダ
に
帰

国
。
１
６
２
７
年
に
は
バ
タ
ビ
ア

総
督
と
し
て
戻
り
、
42
歳
で
コ
レ

ラ
（
あ
る
い
は
マ
ラ
リ
ア
と
も
言

わ
れ
る
）
に
か
か
り
亡
く
な
る
ま

で
バ
タ
ビ
ア
に
留
ま
っ
て
い
た
。

■
生
産
調
整
も

　

一
方
、
ス
ペ
イ
ン
軍
に
捕
え
ら

れ
、
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
て
い
た

テ
ル
ナ
テ
王
国
の
ス
ル
タ
ン
・
サ

イ
ド
は
、
マ
ニ
ラ
で
死
去
。
そ
の

孫
の
マ
ン
ダ
ル
シ
ャ
が
ス
ル
タ
ン

総合22019年（平成31年）２月２日（土曜日） 2

支
配
権
強
め
る
オ
ラ
ン
ダ

英を排除、丁子根絶も

■
ア
ン
ボ
ン
事
件

　

マ
ル
ク
諸
島
で
の
イ
ギ
リ
ス
の

衰
退
は
、
１
６
２
３
年
の
ア
ン
ボ

ン
事
件
に
よ
り
致
命
的
と
な
っ

た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
司
令
官
が
、
イ

ギ
リ
ス
人
17
人
と
日
本
人
傭
兵
９

人
（
平
戸
出
身
の
七
蔵
含
め
全
員

九
州
出
身
）
を
オ
ラ
ン
ダ
の
城
塞

（
ビ
ク
ト
リ
ア
要
塞
）
を
奪
取
し

よ
う
と
企
て
て
い
る
と
の
疑
い
で

拷
問
に
よ
り
白
状
さ
せ
、
イ
ギ
リ

ス
人
10
人
と
日
本
人
９
人
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
１
人
を
斬
首
し
て
イ
ギ

リ
ス
勢
力
を
排
除
し
た
事
件
で
あ

る
。

　

事
件
当
時
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
会
社
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の
総
督
で
あ

っ
た
ヤ
ン
・
ピ
ー
テ
ル
ゾ
ー
ン
・

ク
ー
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド

で
の
貿
易
独
占
を
主
張
し
、
政
府

の
対
応
を
弱
腰
と
非
難
し
て
い

た
。
こ
の
た
め
事
件
は
、
ク
ー
ン

の
仕
組
ん
だ
陰
謀
で
あ
る
と
の
説

も
あ
り
、
今
で
は
こ
の
説
は
有
力

視
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
な
お
、

こ
の
事
件
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
世

論
を
刺
激
し
て
後
の
英
蘭
戦
争
の

一
因
と
も
な
っ
た
。

　

ア
ン
ボ
ン
事
件
を
き
っ
か
け

に
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ギ

リ
ス
の
影
響
力
は
弱
ま
り
、
オ
ラ

ン
ダ
が
支
配
権
を
強
め
た
。
し
か

し
需
要
の
低
下
も
あ
っ
て
、
か
つ

て
同
量
の
金
と
交
換
さ
れ
た
ほ
ど

の
香
料
の
価
格
は
次
第
に
下
落
し

と
な
っ
た
。
彼
は
１
６
５
２
年
に

バ
タ
ビ
ア
城
に
招
か
れ
、
臣
下
の

住
民
た
ち
に
と
っ
て
は
破
滅
的
と

も
言
え
る
よ
う
な
契
約
に
署
名
し

て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
ス
ル
タ
ン
が
不
当
に

支
配
し
て
い
る
ア
ン
ボ
ン
お
よ
び

セ
ラ
ム
島
周
辺
の
島
々
か
ら
彼
の

臣
民
を
引
き
上
げ
さ
せ
、
原
産
地

で
あ
る
テ
ル
ナ
テ
、
テ
ィ
ド
レ
を

含
む
５
島
の
丁
子
の
木
を
切
り
倒

し
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
丁
子
根
絶

政
策
で
あ
る
。

　

１
６
５
２
年
の
こ
の
悪
名
高
い

契
約
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
島
々
で

の
丁
子
の
木
の
破
壊
を
招
き
、
テ

ル
ナ
テ
、
テ
ィ
ド
レ
の
人
々
は
貧

困
状
態
に
陥
っ
て
い
く
。
ア
ン
ボ

ン
と
そ
の
周
辺
の
ハ
ル
ク
島
、
セ

パ
ル
ア
島
、
ヌ
サ
ラ
ウ
ト
島
が
、

オ
ラ
ン
ダ
が
丁
子
の
栽
培
を
認
め

る
唯
一
の
場
所
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
島
々
は
年
間
で
、
50

万
本
の
木
か
ら
２
０
０
万
キ
ロ
の

丁
子
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
ア
ン
ボ

ン
で
の
買
値
の
25
倍
の
価
格
で
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
販
売
し
、
大
き

な
利
益
を
上
げ
た
。
供
給
過
多
の

時
に
は
生
産
調
整
も
し
た
。
１
６

７
７
年
に
丁
子
の
香
り
が
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
町
中
を
包
ん
だ
が
、

こ
れ
は
供
給
過
剰
を
調
整
す
る
た

め
、
大
量
に
焼
き
払
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

こ
の
根
絶
政
策
に
対
抗
し
て
、

テ
ル
ナ
テ
で
ア
フ
ォ
と
い
う
名
の

地
元
の
男
が
山
に
隠
れ
て
丁
子
の

苗
木
を
守
り
、
そ
の
子
孫
の
木
が

「
ア
フ
ォ
の
木
」
と
呼
ば
れ
て
今

で
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、

特
筆
に
値
す
る
。
た
だ
し
、
ア
フ

ォ
の
言
わ
れ
に
つ
い
て
は
、
他
の

説
も
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
付
け
加

え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
人
で
丁
子
や
ナ
ツ
メ
グ
の
東
ア

フ
リ
カ
へ
の
移
植
に
成
功
し
た
人

物
が
居
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後

述
す
る
。

（
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
香
料
諸
島
」

＝
宮
崎
衛
夫
著
＝
よ
り
）

　
　
　

×　
　
　

×

　

「
歴
史
編
」
で
は
、
香
料
取
引

に
関
す
る
古
代
の
歴
史
、
大
航
海

時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
に
振
り
回

さ
れ
た
マ
ル
ク
諸
島
の
２
大
ス
ル

タ
ン
王
国
（
テ
ル
ナ
テ
、
テ
ィ
ド

レ
）
、
そ
れ
に
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民

地
支
配
の
背
景
な
ど
を
追
う
。

㉓

ビ
ク
ト
リ
ア
要
塞
の
外
壁
＝
宮
崎
写

す

㊤
ビ
ク
ト
リ
ア
要
塞
の
入
り
口
㊦
ア
ン
ボ
ン
島
に
お
け
る
英
蘭
の
領
土
を
描
い
た

17
世
紀
の
銅
版
画
（
下
は
バ
ン
ダ
諸
島
）
＝
い
ず
れ
も
ウ
ィ
キ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
モ

ン
ズ

　

か
つ
て
日
本
有
数
の
炭
鉱
の
町
だ
っ

た
北
海
道
夕
張
市
。
石
炭
の
運
搬
の
た

め
明
治
時
代
に
敷
設
さ
れ
、
閉
山
後
も

地
域
の
足
と
な
っ
て
き
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
石
勝
線
・
夕
張
支
線
（
16
・
１
キ

ロ
）
が
、
こ
と
し
３
月
い
っ
ぱ
い
で
１

２
７
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
。
廃
線

を
前
に
、
厳
寒
の
現
地
を
訪
ね
た
。

　

夕
張
支
線
の
起
点
は
新
夕
張
駅
。
線

路
に
降
り
積
も
る
雪
を
蹴
散
ら
し
、
国

鉄
時
代
か
ら
の
気
動
車
「
キ
ハ
40
形
」

が
滑
り
込
ん
で
き
た
。
１
両
編
成
の
車

内
は
鉄
道
フ
ァ
ン
ら
で
ほ
ぼ
満
席
だ
。

沼
ノ
沢
駅
、
南
清
水
沢
駅
は
降
り
る
人

も
な
く
、
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
。
か
つ

て
三
菱
大
夕
張
炭
鉱
へ
の
鉄
道
が
分
か

れ
て
い
た
清
水
沢
駅
で
下
車
し
た
。
駅

舎
ま
で
の
構
内
が
広
く
、
分
岐
駅
だ
っ

た
頃
の
面
影
が
残
る
。

　

一
般
社
団
法
人
「
清
水
沢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
佐
藤
真
奈
美
さ
ん
は
「
清
水

 石炭と鉄道の歴史をたどる

北海道・夕張   ＪＲ支線廃止を前に
沢
地
区
は
人
の
交
流
や
物
流
の
結
節
点

で
し
た
」
と
話
す
。
炭
鉱
が
あ
っ
た
頃

は
駅
前
に
多
数
の
飲
食
店
が
並
び
に
ぎ

わ
っ
た
と
い
う
。
周
辺
に
は
旧
火
力
発

電
所
や
ズ
リ
山
な
ど
炭
鉱
関
連
の
産
業

遺
産
が
多
く
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
町

歩
き
ガ
イ
ド
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
冬

季
は
積
雪
で
近
づ
け
な
い
た
め
、
「
炭

住
（
た
ん
じ
ゅ
う
）
」
と
呼
ば
れ
る
炭

鉱
住
宅
街
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
宮

前
町
に
は
１
棟
４
戸
建
て
の
長
屋
が
整

然
と
並
ぶ
。
今
は
市
営
住
宅
だ
が
、
炭

住
に
風
呂
は
な
く
、
昭
和
40
年
代
に
建

設
さ
れ
た
公
衆
浴
場
「
宮
前
浴
場
」
が

現
役
だ
。
女
湯
に
は
赤
ち
ゃ
ん
を
乗
せ

る
た
め
の
畳
の
台
が
残
る
な
ど
、
内
部

は
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

　

夕
張
に
鉄
道
が
引
か
れ
た
の
は
１
８

９
２
年
。
石
炭
鉱
脈
の
発
見
か
ら
４
年

し
か
た
っ
て
お
ら
ず
、
「
黒
い
ダ
イ

ヤ
」
と
呼
ば
れ
た
石
炭
の
重
要
性
を
物

語
る
。
大
小
17
の
炭
鉱

が
あ
っ
た
最
盛
期
の
１

９
６
０
年
に
市
の
人
口

は
最
多
の
11
万
６
千
人

を
数
え
、
翌
年
、
夕
張

支
線
（
当
時
は
国
鉄
夕

張
線
）
に
は
札
幌
か
ら

の
準
急
も
運
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
相

次
ぐ
事
故
や
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

転
換
で
炭
鉱
は
次
々
に
閉
山
し
、
人
口

も
急
減
し
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
の
が

「
石
炭
の
歴
史
村
」
だ
。
冬
季
休
業
中

だ
が
、
中
核
施
設
の
夕
張
市
石
炭
博
物

館
を
特
別
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
昨
年

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
本
館
で
は
石
炭

で
に
ぎ
わ
っ
た
隆
盛
期
だ
け
で
な
く
、

財
政
破
綻
に
至
っ
た
そ
の
後
の
市
の
状

況
も
隠
さ
ず
解
説
し
て
い
る
。

　

目
玉
は
旧
北
炭
夕
張
炭
鉱
の
本
物
の

坑
道
。
採
炭
機
械
な
ど
と
共
に
動
態
展

示
さ
れ
て
い
る
。
案
内
し
て
く
れ
た
夕

張
語
り
部
倶
楽
部
「
る
ぽ
」
の
松
宮
文

恵
さ
ん
は
「
『
模
擬
坑
道
』
と
呼
ば

れ
、
新
人
鉱
員
の
教
育
な
ど
に
使
わ
れ

ま
し
た
。
石
炭
層
が
間
近
に
見
ら
れ
る

の
は
全
国
で
も
こ
こ
だ
け
で
す
」
と
話

す
。

　

明
治
時
代
か
ら
炭
鉱
と
鉄
道
の
安
泰

祈
願
を
担
っ
て
き
た
の
が
夕
張
神
社

だ
。
東
郷
平
八
郎
海
軍
元
帥
直
筆
の

「
夕
張
神
社
」
の
書
が
神
社
の
宝
と
し

て
残
っ
て
い
る
。
軍
艦
の
燃
料
だ
っ
た

石
炭
産
出
へ
の
功
績
に
感
謝
し
て
揮
毫

（
き
ご
う
）
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

炭
鉱
で
働
く
人
々
に
愛
さ
れ
た
夕
張

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
が
カ
レ
ー
そ
ば
。
閉

店
し
た
元
祖
の
店
の
味
を
継
承
し
た

「
吉
野
家
」
で
味
わ
っ
た
。
熱
々
の
カ

レ
ー
つ
ゆ
が
そ
ば
に
絡
ま
り
、
体
の
芯

か
ら
温
ま
る
。

　

メ
モ　
夕
張
支
線
は
廃
止
前
の
３
月

16
〜
31
日
、
通
常
の
１
日
５
往
復
を
８

往
復
に
増
や
し
て
運
行
す
る
。
夕
張
市

石
炭
博
物
館
は
４
月
下
旬
、
営
業
再
開

予
定
。　
　

（
記
事
・
写
真
は
時
事
）

㊤
４
月
１
日
か
ら
は
「
ぬ

ま
の
さ
わ
」
が
消
え
る
新

夕
張
駅
の
駅
名
看
板
㊦
新

夕
張
駅
を
出
発
す
る
気
動

車
「
キ
ハ
40
形
」
＝
北
海

道
夕
張
市

㊤
冬
季
は
休
業
と
な
る
石
炭
の
歴
史
村
・
夕
張
市
石
炭
博
物
館
㊥
夕
張
支
線
の
終
点
、
夕
張
駅
に
到
着
し
た
気
動
車
「
キ
ハ
40
形
」
㊦
㊨
夕
張
神

社
の
宝
、
東
郷
平
八
郎
海
軍
元
帥
に
よ
る
書
㊦
㊧
石
炭
と
鉄
道
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
で
き
た
夕
張
神
社
＝
い
ず
れ
も
北
海
道
夕
張
市

北海道夕張市
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小
型
ロ
ケ
ッ
ト
「
イ
プ
シ
ロ
ン
」　

だ

れ
も
が
宇
宙
を
活
用
で
き
る
時
代
に
し
よ

う
と
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
）
が
開
発
し
た
小
型
の
固
体
燃
料
ロ

ケ
ッ
ト
が
「
イ
プ
シ
ロ
ン
」
で
す
。
１

月
、
金
属
の
球
を
放
出
し
て
人
工
的
に

「
流
れ
星
」
を
作
る
装
置
な
ど
を
の
せ
た

４
号
機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

みんなが親しめる作品集
建物は世界遺産、設計者の展覧会

創
立
60
周
年
の
国
立
西
洋
美
術
館

　

６
月
に
開
館
60
周
年
を
む
か

え
る
東
京
・
上
野
の
国
立
西
洋

美
術
館
。
１
９
５
９
年
、
実
業

家
・
松
方
幸
次
郎
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
買
い
集
め
た
美
術
品
を
展

示
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
、
小

中
学
生
や
修
学
旅
行
生
に
も
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１

６
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
建
築
家

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
設
計
し

た
建
物
が
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
。
２
月
19
日
か
ら
は
展
覧
会

「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ　

絵
画

か
ら
建
築
へ
―
ピ
ュ
リ
ス
ム
の

時
代
」
が
開
か
れ
ま
す
。

▽
フ
ラ
ン
ス
か
ら
返
還

　

同
美
術
館
の
出
発
点
と
な
っ

た
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

は
、
日
本
人
が
西
洋
美
術
を
楽

し
め
る
美
術
館
を
造
り
た
い
と

思
っ
た
松
方
が
集
め
た
約
３
０

０
０
点
。
し
か
し
、
昭
和
初
期

の
恐
慌
（
き
ょ
う
こ
う
）
で
計

画
を
あ
き
ら
め
、
多
く
は
ど
こ

か
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
部
が
パ
リ
に
残
っ
て

い
ま
し
た
。
第
２
次
世
界
大
戦

後
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
所
有
と

な
り
、
新
し
い
美
術
館
の
建
設

を
条
件
に
日
本
へ
の
返
還
（
へ

ん
か
ん
）
が
決
ま
り
、
設
計
を

任
さ
れ
た
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

は
来
日
し
て
構
想
を
練
り
ま
し

た
。

▽
モ
ネ
や
ロ
ダ
ン
も

　

開
館
当
時
の
松
方
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
絵
画
、
彫
刻
（
ち
ょ
う

こ
く
）
、
素
描
（
そ
び
ょ
う
）

な
ど
３
７
０
点
。
ロ
ダ
ン
の
彫

刻
「
考
え
る
人
」
や
モ
ネ
の
絵

画
「
睡
蓮
（
す
い
れ
ん
）
」
、

ル
ノ
ワ
ー
ル
や
ゴ
ッ
ホ
の
絵
も

あ
り
ま
し
た
。
買
っ
た
り
、
寄

贈
（
き
ぞ
う
）
さ
れ
た
り
し

て
、
所
蔵
品
は
６
０
０
０
点
以

上
（
17
年
度
）
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

モ
ネ
が
生
き
て
い
る
時
に
買

っ
た
作
品
を
は
じ
め
、
今
で
は

お
金
を
出
し
て
も
手
に
入
ら
な

い
も
の
ば
か
り
で
す
。
副
館
長

の
村
上
博
哉
さ
ん
は
「
美
術
館

で
大
切
な
の
は
、
い
つ
で
も
だ

れ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
充
実
（
じ
ゅ
う

じ
つ
）
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
に
見
た
作
品
を

大
人
に
な
っ
て
見
る

と
、
感
じ
方
は
変
わ
る

も
の
。
友
だ
ち
や
家
族

と
何
度
も
来
て
、
感
想

を
語
り
合
っ
て
ほ
し

い
」

▽
建
築
は
最
高
の
芸
術

　

「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
」
展
で
は
、
機
械
に

よ
っ
て
暮
ら
し
が
変
化

し
た
「
近
代
」
の
精
神

を
表
し
た
絵
や
建
築
作

品
を
見
せ
て
い
き
ま
す
。

　

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
技
術
は

進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
建
築
デ

ザ
イ
ン
は
絵
画
に
比
べ
て
古
い

と
思
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

展
覧
会
に
並
ぶ
の
は
、
自
分
で

パ
リ
、
ジ
ャ
コ
ブ
通
り
の
自
宅
に

い
る
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
「
多

数
の
オ
ブ
ジ
ェ
あ
る
静
物
」
（
部

分
）
１
９
２
３
年　

パ
リ
、
ル
・
コ

ル
ビ
ュ
ジ
エ
財
団©

Ｆ
Ｌ
Ｃ
／
Ａ
Ｄ

Ａ
Ｇ
Ｐ
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ
＆
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ

Ａ
Ｒ
、
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
、
２
０
１
８　

Ｂ
０
３
６
５
＝
「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
」
展
よ
り

描
（
え
が
）
い
た
絵
や
ピ
カ
ソ

ら
同
時
代
画
家
の
作
品
、
「
建

築
は
最
高
の
芸
術
で
あ
る
」
と

し
て
設
計
し
た
建
物
の
写
真
な

ど
。

　

展
示
さ
れ
る
19
世
紀
ホ
ー
ル

や
２
階
展
示
室
は
、
ル
・
コ
ル

ビ
ュ
ジ
エ
が
設
計
し
た
本
館
の

㊤
国
立
西
洋
美
術
館
・
年

表
㊦
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

が
考
え
る
近
代
建
築

中
心
的
な
場
所
。
展
覧
会
の
企

画
（
き
か
く
）
担
当
で
も
あ
る

村
上
さ
ん
は
「
ふ
だ
ん
は
常
設

展
を
行
っ
て
い
る
部
屋
で
す
。

同
じ
精
神
が
表
現
さ
れ
た
設
計

と
美
術
品
を
両
方
味
わ
え
る
機

会
は
め
っ
た
に
な
い
と
思
い
ま

す
」
。

　

６
月
に
60
周
年
記
念
と
し
て

開
か
れ
る
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
展
で
は
、
長
年
ゆ
く
え
不

明
で
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
見

つ
か
っ
た
モ
ネ
の
「
睡
蓮
―
柳

（
や
な
ぎ
）
の
反
映
」
が
修
復

さ
れ
て
初
公
開
。
松
方
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
貴
重
な
一
枚
で
す
。

（
時
事
）

世界遺産に登録された国立西洋美術館。
１階入り口のピロティをはじめ、シンプ
ルな美しさがある＝１月、東京・上野

ル・コルビュジエが設計し
た本館の中心にある19世紀
ホール。三角窓から入る光
がロダンの彫刻を照らす。
村上博哉副館長は「幾何
（きか）学的な立体の組み
合わせで空間が造られてい
る」＝１月、東京・上野の
国立西洋美術館

人
気
童
話
シ
リ
ー
ズ
の
カ
フ
ェ

角
野
栄
子
さ
ん

　

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
を
受

賞
し
た
児
童
文
学
作
家
、
角
野

栄
子
さ
ん
の
人
気
シ
リ
ー
ズ

「
ア
ッ
チ
・
コ
ッ
チ
・
ソ
ッ

チ
の
小
さ
な
お
ば
け
シ
リ
ー

ズ
」
。
作
品
に
登
場
す
る
料
理

を
実
際
に
食
べ
ら
れ
る
カ
フ
ェ

が
、
２
月
末
ま
で
の
期
間
限
定

で
東
京
・
新
宿
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
は
シ
リ
ー
ズ
発
売

40
周
年
の
記
念
企
画
（
き
か

く
）
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
オ
ク
ラ

な
ど
で
作
っ
た
「
い
も
む
し
グ

ラ
タ
ン
」
や
青
い
ト
ロ
ピ
カ
ル

ゼ
リ
ー
入
り
の
「
フ
ル
ー
ツ
ポ

ン
チ
ソ
ー
ダ
」
な
ど
が
味
わ
え

ま
す
。
試
食
し
た
角
野
さ
ん
も

「
作
品
を
書
い
た
と
き
は
過
激

か
な
と
思
っ
た
け
ど
、
お
い
し

い
」
と
太
鼓
判
（
た
い
こ
ば

ん
）
を
お
す
で
き
ば
え
で
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
40
作
目
の
最
新
作

「
お
ば
け
の
ア
ッ
チ　

ス
パ
ゲ

ッ
テ
ィ
・
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
！
」

（
ポ
プ
ラ
社
）
が
発
売
さ
れ
た

ば
か
り
。
元
日
で
84
さ
い
に
な

っ
た
角
野
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
書
き
続
け
ま
す
」
と
宣
言
。

「
わ
た
し
は
声
に
出
し
て
読
み

な
が
ら
書
い
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
そ
う
し
て
ほ
し

新
刊
「
お
ば
け
の
ア
ッ
チ

　

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
・
ノ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
！
」
を
手
に
さ

つ
え
い
に
応
じ
る
角
野
栄

子
さ
ん
＝
１
月
11
日
、
東

京
都
新
宿
区
の
小
田
急
百

貨
店
新
宿
店
本
館

　

１
号
機
の
打
ち
上
げ
は
２
０
１
３
年
。

今
回
の
４
号
機
は
全
長
約
26
メ
ー
ト
ル
。

18
年
11
月
に
民
間
企
業
（
き
ぎ
ょ
う
）
の

参
入
を
進
め
る
宇
宙
活
動
法
が
施
行
（
しイプシロン

キングペンギン

　

た
く
さ
ん
人
々
が
見
物
し
た

り
、
カ
メ
ラ
を
向
け
た
り
す
る

中
、
羊
の
大
群
が
い
っ
せ
い
に

歩
い
て
い
ま
す
。
合
図
を
送
っ

た
の
は
羊
飼
い
と
思
い
き
や
、

真
ん
中
に
立
っ
て
い
る
男
性
は

ど
う
も
ち
が
う
よ
う
で
す
。
き

れ
い
な
服
を
着
て
、
首
か
ら
十

字
架
（
か
）
を
下
げ
て
い
ま
す

ね
。

　

男
性
は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
父

さ
ん
で
す
。
こ
こ
は
ス
ペ
イ
ン

東
部
の
地
中
海
に
う
か
ぶ
バ
レ

ア
レ
ス
諸
島
の
小
さ
な
マ
ヨ
ル

カ
島
。
い
つ
も
は
教
会
の
中
で

人
々
の
た
め
に
い
の
り
を
さ
さ

げ
ま
す
が
、
１
月
17
日
は
、
動

物
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
特
別
な

お
い
の
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
動
物
を
守
っ
て

く
れ
る
聖
な
る
人
」
と
言
わ
れ

て
い
る
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
を
記
念

す
る
日
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
い
ス
ペ
イ

ン
で
は
、
人
間
だ
け
で
な
く
、

人
間
と
近
い
関
係
に
あ
る
家
ち

く
や
ペ
ッ
ト
の
た
め
に
い
の
る

日
と
し
て
祝
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
）

　

イ
ン
ド
洋
中
央
に
う
か
ぶ
ク

ロ
ゼ
諸
島
に
は
キ
ン
グ
ペ
ン
ギ

ン
の
世
界
最
大
の
繁
殖
（
は
ん

し
ょ
く
）
地
が
あ
り
、
１
０
０

万
羽
（
ば
）
以
上
の
ペ
ン
ギ
ン

が
毎
年
、
ぎ
っ
し
り
と
浜
辺

（
は
ま
べ
）
に
寄
り
集
ま
っ
て

子
育
て
を
し
ま
す
。
こ
の
ペ
ン

ギ
ン
た
ち
の
行
動
パ
タ
ー
ン
と

個
体
数
の
変
動
を
16
年
間
に
わ

た
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
興
味

深
い
事
実
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

親
ペ
ン
ギ
ン
は
海
に
出
て
魚

を
捕
（
と
）
ら
え
、
胃
の
中
に

入
れ
て
ひ
な
に
持
ち
帰
り
ま

す
。
記
録
計
を
取
り
付
け
て
追

せ
き
す
る
と
、
ペ
ン
ギ
ン
は
ク

ロ
ゼ
諸
島
を
出
て
ま
っ
す
ぐ
南

に
泳
ぎ
、
冷
た
い
南
極
の
水
と

温
か
い
南
極
以
外
の
水
と
が
ぶ

つ
か
る
潮
目
で
魚
を
捕
（
と
）

っ
て
い
ま
し
た
。
魚
は
潮
目
に

群
れ
る
習
性
が
あ
り
、
こ
の
作

戦
は
理
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
潮
目
の
位
置
は
年

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
潮
目

が
ク
ロ
ゼ
諸
島
に
近
づ
い
た
年

は
、
親
ペ
ン
ギ
ン
は
片
道
３
０

０
キ
ロ
ほ
ど
の
移
動
で
済
み
ま

動
物
に
さ
い
わ
い
あ
れ

ス
ペ
イ
ン

い
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

ひ
な
の
運
命
握
る「
潮
目
」

キ
ン
グ
ペ
ン
ギ
ン

こ
う
）
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
企
業
や
大

学
が
開
発
し
た
小
型
の
衛
星
を
初
め
て
の

せ
て
い
ま
す
。
組
み
立
て
作
業
の
効
率
化

な
ど
で
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
、
１
回
の
打

ち
上
げ
費
用
は
約
55
億
円
。
将
来
的
に
は

30
億
円
以
下
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

イ
プ
シ
ロ
ン
は
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
一
つ

「
Ｅ
」
の
こ
と
。
過
去
に
開
発
し
た
ロ
ケ

ッ
ト
が
ラ
ム
ダ
、
ミ
ュ
ー
、
シ
グ
マ
な
ど

の
ギ
リ
シ
ャ
文
字
を
使
っ
て
い
た
こ
と
に

ち
な
ん
で
い
ま
す
。

し
た
が
、
潮
目
が
遠
ざ
か
っ
た

年
に
は
、
片
道
５
０
０
キ
ロ
も

移
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
潮
目
ま
で
が
遠
い

年
ほ
ど
、
親
ペ
ン
ギ
ン
が
ひ
な

に
十
分
な
食
べ
物
を
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ひ
な
の
生
存

率
が
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
年
を
境
に
し
て
、
キ

ン
グ
ペ
ン
ギ
ン
全
体
の
個
体
数

も
減
り
始
め
る
傾
向
（
け
い
こ

う
）
に
あ
り
ま
し
た
。

　

キ
ン
グ
ペ
ン
ギ
ン
の
運
命

は
、
だ
れ
に
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
潮
目
の
位
置
が
握

（
に
ぎ
）
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
渡
辺
佑
基
・
国
立
極
地
研
究

所
准
教
授
）



　
２
０
１
７
年
度
に
不
登
校
の

小
中
学
生
は
文
部
科
学
省
の
調

査
で
過
去
最
高
の
約
14
万
人
だ

っ
た
が
、
日
本
財
団
（
東
京
都

港
区
）
が
発
表
し
た
調
査
結
果

で
、
中
学
生
の
１
割
に
相
当
す

る
約
33
万
人
が
通
学
は
し
て
い

る
も
の
の
「
学
校
に
通
い
た
く

な
い
」
と
感
じ
て
い
る
不
登
校

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　
調
査
は
昨
年
10
月
、
全
国
の

中
学
生
６
５
０
０
人
を
対
象
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
た
。

「
経
済
的
理
由
や
病
気
以
外
で

年
間
30
日
以
上
欠
席
」
と
い
う

文
科
省
の
不
登
校
の
定
義
に
該

当
す
る
中
学
生
は
３
・
１
％
。

全
国
の
中
学
生
総
数
に
置
き
換

え
る
と
約
10
万
人
で
、
文
科
省

の
17
年
度
調
査
と
ほ
ぼ
一
致
。

一
方
、
１
週
間
以
上
連
続
で
欠

席
し
た
り
、
通
学
し
て
い
る
も

の
の
保
健
室
登
校
や
遅
刻
・
早

退
で
授
業
参
加
時
間
が
少
な
か

っ
た
り
す
る
不
登
校
傾
向
の
中

学
生
は
３
倍
の
10
・
２
％
、
約

33
万
人
と
い
う
結
果
に
。

　
不
登
校
に
な
っ
た
理
由
は
、

従
来
指
摘
さ
れ
て
い
た
学
校
・

家
庭
で
の
人
間
関
係
に
加
え
、

「
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
」

な
ど
学
業
不
振
に
関
す
る
悩
み

も
多
か
っ
た
。
不
登
校
ま
た
は

2019年（平成31年）２月２日（土曜日）5 教　育 （記事・写真は時事）

　
２
月
８
日
は
、
そ
の
年
の
無

病
息
災
を
願
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
行
わ
れ
て
き
た
「
事
八

日
（
こ
と
よ
う
か
）
」
。
６
種

類
の
具
材
を
使
っ
た
「
お
事
汁

（
お
こ
と
じ
る
）
」
と
呼
ば
れ

る
み
そ
汁
を
味
わ
い
な
が
ら
、

日
本
古
来
の
伝
統
を
体
感
し
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
和
文
化
研
究
家
の
三
浦
康
子

さ
ん
に
よ
る
と
、
「
事
」
の
捉

え
方
は
２
種
類
あ
る
。
一
つ
は

年
神
様
を
迎
え
る
正
月
儀
礼

で
、
12
月
８
日
を
「
事
始
め
」

と
し
、
２
月
８
日
は
「
事
納

め
」
。
も
う
一
つ
は
田
の
神
様

に
ま
つ
わ
る
農
耕
儀
礼
で
、
農

作
業
を
始
め
る
２
月
８
日
を
事

始
め
、
作
業
を
終
え
る
12
月
８

日
を
事
納
め
と
捉
え
る
。

　
三
浦
さ
ん
は
「
ど
ち
ら
の
日

も
一
年
で
節
目
と
な
る
大
事
な

日
」
と
言
い
、
６
種
類
の
具
材

を
入
れ
た
「
お
事
汁
」
を
食
べ

る
よ
う
薦
め
る
。
針
供
養
を
し

た
り
、
家
の
外
に
ざ
る
を
置
い

た
り
す
る
風
習
が
あ
る
地
域
も

あ
る
。
一
つ
目
小
僧
な
ど
の
妖

怪
が
や
っ
て
来
る
と
い
わ
れ
る

事
八
日
に
は
、
網
目
の
多
い
ざ

る
や
み
そ
こ
し
を
用
い
る
と
よ

い
と
さ
れ
る
。
「
そ
れ
ぞ
れ
の

暮
ら
し
に
合
っ
た
や
り
方
で
、

行
事
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
三
浦
さ
ん
。

　
お
事
汁
の
基
本
的
な
具
材
は

里
芋
、
大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ

ボ
ウ
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ア
ズ
キ

の
６
種
類
。
ア
ズ
キ
は
魔
よ
け

に
な
る
と
い
わ
れ
、
料
理
研
究

家
の
河
埜
玲
子
さ
ん
は
「
水
煮

を
使
う
場
合
は
食
感
が
な
く
な

っ
た
り
、
色
が
悪
く
な
っ
た
り

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
最
後
に

加
え
て
煮
過
ぎ
な
い
よ
う
注
意

を
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　
た
だ
、
入
れ
る
具
材
に
決
ま

り
は
な
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

野
菜
を
使
っ
て
体
が
芯
か
ら
温

ま
る
よ
う
な
具
だ
く
さ
ん
み
そ

汁
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
面
白

い
。
み
そ
汁
の
魅
力
を
伝
え
る

「
『
う
ち
の
み
そ
汁
』
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
す
る
味

の
素
（
東
京
都
中
央
区
）
は
、

お
事
汁
を
多
く
の
人
に
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
具
材
や
味
付

け
を
工
夫
し
た
お
事
汁
レ
シ
ピ

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

park.ajinom
oto.co.jp/

recipe/corner/products/
hondashi/m

isoshiru/ouen_

okotojiru/

）
で
１
月
31
日
か

ら
公
開
す
る
。

　
赤
み
そ
ベ
ー
ス
の
お
事
汁
に

は
牛
肉
を
入
れ
た
り
、
淡
泊
な

味
わ
い
の
白
み
そ
に
は
油
揚
げ

を
合
わ
せ
た
り
す
る
の
が
お
薦

め
だ
と
い
う
。
同
社
家
庭
用
事

業
部
の
高
木
智
章
さ
ん
は
「
忙

し
い
生
活
の
中
で
は
、
季
節
の

行
事
か
ら
遠
の
い
て
し
ま
い
が

ち
に
な
る
。
お
事
汁
を
食
べ
な

が
ら
、
こ
と
し
に
か
け
る
思
い

を
家
族
で
語
ら
う
き
っ
か
け
に

し
て
」
と
話
し
て
い
る
。

お
事
汁
で
無
病
息
災
願
う

伝
統
の
具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁

㊤
基
本
の
お
事
汁
。
根
菜
類
は
煮
崩
れ
を
防
ぐ
た
め
水
か
ら
煮
て
、
煮
過
ぎ

な
い
よ
う
注
意
＝
東
京
都
中
央
区
㊦
甘
味
の
強
い
野
菜
や
油
揚
げ
を
合
わ
せ

た
白
み
そ
ベ
ー
ス
の
お
事
汁
＝
味
の
素
提
供

　
大
学
の
新
入
生
が
受
験
か
ら

入
学
ま
で
に
掛
け
た
費
用
は
私

立
医
歯
薬
系
の
下
宿
生
で
約
３

１
５
万
円
に
上
る
こ
と
が
、
全

国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会

（
東
京
都
杉
並
区
）
の
２
０
１

８
年
度
調
査
で
分
か
っ
た
。
18

年
４
〜
５
月
に
調
査
、
同
年
入

学
者
の
保
護
者
を
対
象
に
２
万

１
７
２
０
人
か
ら
回
答
を
得

た
。

　
受
験
料
や
納
付
金
、
住
居
・

教
材
費
な
ど
、
受
験
か
ら
入
学

ま
で
の
費
用
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
最
も
高
い
私
立
医
歯
薬
系

下
宿
生
の
平
均
は
３
１
５
万
２

４
０
０
円
。
国
公
立
文
化
系
で

自
宅
か
ら
通
う
学
生
が
最
も
低

く
、
同
１
２
６
万
３
５
０
０
円

だ
っ
た
。

　
自
宅
生
の
平
均
は
国
公
立
で

１
２
７
万
８
７
０
０
円
、
私
立

で
１
５
３
万
５
０
０
円
。
下
宿

生
は
そ
れ
ぞ
れ
１
９
５
万
７
５

０
０
円
、
２
２
７
万
５
０
０
円

だ
っ
た
。

　
一
方
、
奨
学
金
を
申
請
し
た

（
す
る
）
人
は
32
・
１
％
。
最

多
だ
っ
た
12
年
の
39
・
２
％
か

ら
減
少
傾
向
に
あ
る
。

大
学
入
学
費
用
は
162
万
～
315
万
円

中
学
生
の
１
割
が
不
登
校
傾
向

日
本
財
団
調
査  

学
び
へ
の
意
欲
も

詰
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
」

「
常
に
新
し
い
こ
と
が
学
べ
る

場
所
」
な
ど
の
回
答
が
多
く
、

学
習
意
欲
も
う
か
が
え
る
結
果

と
な
っ
た
。

　
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
「
学

校
に
な
じ
め
て
い
な
い
子
を
あ

ぶ
り
出
せ
た
点
は
大
き
い
」
と

評
価
す
る
の
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
務
め
る
東
京
大
先
端
科
学

研
究
技
術
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
麻

衣
子
講
師
。
学
業
不
振
は
改
善

で
き
る
と
指
摘
し
、
「
従
来
の

一
斉
授
業
な
ど
だ
け
で
は
な

く
、
子
ど
も
に
合
っ
た
方
法
で

学
べ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
」
と
話
す
。

　
34
年
以
上
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
東

京
シ
ュ
ー
レ
」
（
東
京
都
北

区
）
の
奥
地
圭
子
理
事
長
に
よ

る
と
、
今
回
の
結
果
は
不
登
校

の
子
と
接
す
る
中
で
得
て
き
た

感
覚
と
お
お
む
ね
合
っ
て
い
る

と
い
う
。
「
数
字
と
し
て
改
め

て
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
社
会
全

体
で
問
題
を
考
え
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
」
と
期
待
を
込
め

る
。
そ
の
上
で
「
不
登
校
の
子

は
『
学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』
と
い
う
考
え
に
苦
し

み
、
罪
悪
感
を
抱
い
て
い
る
。

学
校
教
育
の
他
に
も
多
様
な
学

び
の
場
を
選
べ
る
よ
う
に
制
度

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
」

と
語
る
。

　
同
財
団
は
調
査
結
果
を
基
に

各
地
の
教
育
関
係
者
と
意
見
交

換
す
る
方
針
だ
。
担
当
者
は

「
子
ど
も
の
本
音
を
集
め
ら
れ

た
。
学
び
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

考
え
も
把
握
で
き
た
の
で
、
不

登
校
対
策
に
生
か
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
東
京
シ
ュ
ー
レ
」

の
奥
地
圭
子
理
事
長
＝
東
京
都
北

区

不
登
校
傾
向
に
あ
る
中
学
生

に
、
自
分
が
学
び
た
い
と
思
え

る
の
は
ど
ん
な
環
境
か
を
尋
ね

る
と
、
「
好
き
な
こ
と
を
突
き

　
大
阪
市
は
29
日
、
子
ど
も
の

学
力
の
伸
び
を
校
長
の
人
事
評

価
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
導

入
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
市
内
の
小
中
学
生
が
受
け

る
テ
ス
ト
に
つ
い
て
共
通
の
目

標
を
設
定
し
、
達
成
度
合
い
に

応
じ
て
評
価
す
る
仕
組
み
を
検

討
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
度

に
市
立
の
全
小
中
学
校
で
試
行

し
、
20
年
度
か
ら
の
本
格
実
施

を
目
指
す
。
　

　
市
は
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
の

結
果
が
政
令
市
の
中
で
最
下

位
。
吉
村
洋
文
市
長
は
こ
れ
を

問
題
視
し
、
学
力
を
上
げ
た
教

員
を
評
価
す
る
人
事
制
度
を
検

討
し
て
い
た
。

　
人
事
評
価
は
、
府
内
統
一
の

中
学
生
向
け
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ

ス
ト
」
と
市
の
小
学
３
〜
６
年

生
向
け
の
テ
ス
ト
を
基
に
実

施
。
前
年
度
と
比
較
し
た
全
市

共
通
の
学
力
向
上
目
標
を
設
定

し
、
目
標
達
成
度
を
校
長
の
人

事
評
価
の
一
部
に
反
映
さ
せ

る
。
一
般
教
員
向
け
に
も
共
通

目
標
を
参
考
に
し
た
独
自
の
目

標
を
設
け
、
校
長
が
教
員
を
評

価
す
る
際
の
参
考
に
し
て
も
ら

う
。
学
テ
は
対
象
が
小
学
６
年

生
と
中
学
３
年
生
に
限
ら
れ
る

た
め
、
人
事
評
価
に
は
用
い
な

い
。
吉
村
市
長
は
「
人
事
制
度

に
客
観
的
な
学
力
向
上
を
組
み

込
む
こ
と
は
大
き
な
挑
戦
だ
」

と
語
っ
た
。
新
制
度
の
評
価
結

果
は
21
年
度
か
ら
給
与
や
昇
級

に
反
映
さ
れ
る
見
通
し
。

　
文
部
科
学
省
は
29
日
、
「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推
進

本
部
」
（
本
部
長
・
柴
山
昌
彦

文
部
科
学
相
）
の
初
会
合
を
開

い
た
。
公
立
学
校
教
員
の
残
業

時
間
上
限
を
原
則
「
月
45
時

間
、
年
３
６
０
時
間
」
と
す
る

指
針
の
徹
底
に
向
け
、
残
業
時

間
を
減
ら
す
具
体
策
を
議
論

し
、
ま
と
ま
り
次
第
、
順
次
実

行
に
移
す
。
　

　
教
員
の
長
時
間
労
働
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
指
針
の
順

守
な
ど
を
求
め
た
中
央
教
育
審

議
会
（
文
科
相
の
諮
問
機
関
）

の
答
申
を
受
け
、
同
本
部
は
、

こ
れ
ま
で
教
師
が
担
っ
て
き
た

業
務
の
役
割
分
担
や
適
正
化
を

検
討
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
部
活

動
の
見
直
し
や
外
部
人
材
の
活

用
な
ど
環
境
整
備
を
進
め
る
。

　
柴
山
文
科
相
は
初
会
合
で

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
真
に

必
要
な
も
の
は
何
か
、
優
先
順

位
を
つ
け
て
大
胆
に
業
務
を
減

ら
す
こ
と
が
不
可
欠
」
と
、
家

庭
や
地
域
に
も
協
力
を
求
め
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
。
そ
の

上
で
「
教
育
課
程
や
教
員
免
許

な
ど
の
制
度
も
必
要
に
応
じ
、

大
胆
に
見
直
す
べ
き
だ
」
と
の

学
力
の
伸
び
、人
事
評
価
に
反
映

大
阪
市  

20
年
度
か
ら
小
中
で
本
格
実
施
へ

考
え
を
示
し
た
。

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
事
】
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
若
者
の
約
７
割

が
電
子
た
ば
こ
に
ニ
コ
チ
ン
や

発
が
ん
性
の
あ
る
化
学
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
な
い
こ
と
が
、
健
康
推
進

庁
（
Ｈ
Ｐ
Ｂ
）
の
調
査
報
告
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。
地
元
紙
ス

ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
が
27
日

伝
え
た
。

　
調
査
は
電
子
た
ば
こ
の
健
康

被
害
に
関
す
る
認
識
を
高
め
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て

２
０
１
８
年
に
６
０
０
人
の
若

者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
17
年
に
電
子

た
ば
こ
の
購
入
、
使
用
、
所
持

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
電
子
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
有

害
物
質
に
は
、
自
動
車
の
燃

料
、
排
ガ
ス
、
洗
剤
に
も
含
ま

れ
て
い
る
発
が
ん
性
の
あ
る
ベ

ン
ゼ
ン
、
中
毒
性
が
高
く
若
者

の
脳
の
発
達
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
ニ
コ
チ
ン
、

死
体
の
防
腐
処
理
用
薬
液
に
も

含
ま
れ
る
毒
性
の
強
い
ホ
ル
ム

ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
が
あ
る
。

教
員
の
働
き
方
改
革
本
部

残
業
削
減
策
を
議
論

　
英
化
粧
品
メ
ー
カ
ー

の
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
オ
ラ

ン
ウ
ー
タ
ン
の
生
息

地
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
の

森
林
再
生
を
目
指
し
、

せ
っ
け
ん
の
売
り
上
げ

（
消
費
税
を
除
く
）
を

島
の
50
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
東
京
ド
ー
ム
約
10
個

分
）
の
土
地
購
入
に
当

て
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
て
い
る
。

　
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京

都
港
区
）
に
よ
る
と
、
対
象
は

有
機
カ
カ
オ
バ
タ
ー
な
ど
を
含

む
せ
っ
け
ん
「
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ

ン
ソ
ー
プ
」
（
１
３
６
０
円
）

と
、
固
形
タ
イ
プ
の
「
ス
マ
ト

ラ
シ
ャ
ン
プ
ー
バ
ー
」
（
１
２

５
０
円
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
の
み
）
。
２
月
７
日
ま
で
。

　
同
社
は
「
島
で
は
食
品
や
洗

剤
に
使
わ
れ
る
パ
ー
ム
油
採
取

を
目
的
と
し
た
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
の
拡
大
が
進
み
、
森
林
伐
採

や
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ

っ
て
森
が
半
分
程
度
ま
で
減

少
。
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
の

生
き
物
を
絶
滅
寸
前
に
追
い
や

っ
て
い
ま
す
」
と
訴
え
て
い

る
。

せっけんの売り上げで森林再生 電
子
た
ば
こ
の
危
険
性

若
者
の
７
割
認
識
せ
ず

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
調
査
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■ロウバイが見頃
　埼玉県長瀞
町の宝登山で29
日、一足早い春
の訪れを告げる
ロウバイが見頃
を迎えた＝ 写
真。淡い黄色の
花が青空をバ
ックに咲き誇

り、訪れた行楽客らを楽しませて
いる。同県羽生市から来た女性
（34）は「香りが好き。来月引
っ越しするので、これが見納めで
す」と名残惜しんでいた。

■竹の中におひなさま
兵庫県上郡町
の「まつい工
芸社」で、地
元産の竹を使
った「かぐや
びな」作りが
最盛期を迎え
て い る ＝ 写
真。内側を金
色に塗った直

径約12センチの竹筒の中に、友禅
和紙で作った着物姿の男びなと女
びなが仲良く並ぶ。代表の松井宏
司さん（81）が考案し30年前から
販売。今年はひな人形に膨らみを
持たせ柔らかい印象にした。松井
さんは「インテリアとしても楽し
んでもらえたら」と話す。

■「婿投げ」
　前年に結婚
した男性を、
崖から積もっ
た雪の上に投
げ落とす奇祭
「 婿 投 げ 」
が、新潟県十
日町市松之山
で行われた＝
写真。地元の
旅館スタッフ
や学校の教員

など、松之山に縁のある３組のカ
ップルが参加。有志の男性数人が
婿を担ぎ、崖がある寺まで「わっ
しょい、わっしょい」と声を掛け
ながら運んだ後、約500人が見守
る中、高さ約５メートルの崖から
婿を雪の中に放り投げた。
　例年１月15日に行われる「婿投
げ」は小正月行事。よその集落の
男性に集落の娘が嫁いだ腹いせと
して始まった行事だが、現在は参
加者の結婚を祝福し、夫婦円満を
願って行われている。松之山温泉
組合や市観光協会が中心となって
行事を続けているが、もともと
は約300年前に隣の集落で始まっ
た。農業が盛んだった隣の集落
は、冬に出稼ぎに行くようになっ
て男性がいなくなったため、約50
年前に出稼ぎが必要ない温泉街が
行事を引き継いだという。　

一
人
親
支
え
る「
お
父
さ
ん
」

日
曜
大
工
、運
動
会
応
援

　
「
お
父
さ
ん
」
と
し
て
登
録

し
、
特
技
を
生
か
し
て
一
人
親

家
庭
の
手
助
け
を
す
る
活
動

に
、
任
意
団
体
「
お
父
さ
ん
バ

ン
ク
」
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

が
取
り
組
ん
で
い
る
。
運
動
会

の
応
援
や
日
曜
大
工
な
ど
活
動

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
埼
玉

県
内
で
昨
年
12
月
に
開
か
れ
た

交
流
会
で
は
、
自
治
体
と
し
て

初
め
て
同
県
が
協
力
し
た
。

　
名
称
は
「
お
父
さ
ん
」
だ

が
、
年
齢
に
制
限
は
な
く
女
性

で
も
構
わ
な
い
。
希
望
者
は
代

表
の
義
広
千
秋
さ
ん
（
38
）
ら

と
面
接
し
、
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
を
提
出
。
同
団
体
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
「
お
父

さ
ん
図
鑑
」
に
顔
写
真
と
共
に

得
意
な
事
柄
や
活
動
で
き
る
地

域
な
ど
を
登
録
す
る
。

　
依
頼
し
た
い
人
は
直
接
連
絡

を
取
り
、
内
容
や
日
時
を
調
整

す
る
。
基
本
的
に
無
償
だ
が
、

交
通
費
の
負
担
な
ど
は
当
事
者

間
で
話
し
合
う
。
こ
れ
ま
で
目

立
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た

と
い
う
が
、
も
め
事
が
起
き
た

場
合
は
団
体
が
解
決
の
仲
介
を

す
る
。

　
２
人
の
子
を
一
人
で
育
て

る
東
京
都
の
了
正
智
子
さ
ん

（
34
）
は
お
父
さ
ん
バ
ン
ク
を

通
し
、
埼
玉
県
の
男
性
に
運
動

会
で
の
写
真
撮
影
を
依
頼
し

た
。

　
「
初
め
て
（
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

を
通
じ
て
で
は
な
く
）
自
分
の

目
で
子
ど
も
の
走
る
姿
を
見

た
。
頼
れ
る
安
心
感
が
あ
る
」

埼玉県で開催された「お父さんバンクカフェ」の様子＝2018年12月15日、
埼玉県越谷市

飛
び
出
る
看
板
、床
に
穴
？

京
浜
急
行  

全
国
初
、だ
ま
し
絵
で
誘
導

　
京
浜
急
行
電
鉄
は
29
日
ま
で

に
、
だ
ま
し
絵
の
よ
う
に
目
の

錯
覚
を
利
用
し
て
注
意
を
引
く

「
錯
視
サ
イ
ン
」
を
羽
田
空
港

国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
導
入

し
た
。
看
板
が
浮
き
上
が
り
、

床
に
大
き
な
矢
印
形
の
穴
が
開

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
デ
ザ

イ
ン
で
、
同
社
に
よ
る
と
、
鉄

道
会
社
が
本
格
的
に
活
用
す
る

の
は
初
め
て
。

　
錯
視
サ
イ
ン
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
利
用
を
促
す
た
め
、
空
港

到
着
ロ
ビ
ー
と
直
結
す
る
２
階

の
改
札
付
近
に
導
入
さ
れ
た
。

実
際
は
床
に
描
か
れ
た
平
面
の

絵
だ
が
、
看
板
は
立
体
的
に
浮

き
上
が
っ
た
よ
う
に
見
え
、
矢

印
の
穴
の
下
は
青
空
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
改
札
脇
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
存
在
は
、
正
面
に
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
が
あ
る
た
め
気
付
か

れ
に
く
い
。
昨
年
８
月
に
は
、

利
用
者
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で

落
と
し
た
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
人

に
ぶ
つ
か
る
事
故
も
起
き
て
い

た
。

　
錯
覚
に
つ
い
て
研
究
す
る
明

治
大
学
の
杉
原
厚
吉
特
任
教
授

の
協
力
を
得
て
、
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し

た
。

　
京
急
の
担
当
者
は
「
利
用
者

の
歩
行
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、

目
を
引
く
図
柄
で
多
く
の
人
に

情
報
を
伝
え
ら
れ
る
」
と
指

摘
。
視
覚
に
訴
え
る
た
め
外
国

人
に
も
理
解
し
や
す
い
と
み
ら

れ
、
評
判
が
良
け
れ
ば
、
導
入

箇
所
を
増
や
す
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。

　
通
勤
で
同
駅
を
利
用
す
る
男

性
会
社
員
（
48
）
＝
千
葉
県
習

志
野
市
＝
は
「
立
体
感
が
楽
し

い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず

に
通
り
過
ぎ
る
利
用
者
が
多
い

の
で
、
い
い
と
思
う
」
と
評

価
。
羽
田
空
港
職
員
の
男
性

（
24
）
＝
東
京
都
大
田
区
＝
は

「
面
白
い
と
思
う
け
れ
ど
、
歩

き
ス
マ
ホ
を
し
て
い
る
と
素
通

り
し
て
し
ま
う
か
も
」
と
話
し

た
。

京
浜
急
行
が
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
に
新
た
に
設
置
し
た
「
錯

視
サ
イ
ン
」
＝
同
社
提
供

と
話
す
。

　
お
父
さ
ん
バ
ン
ク
は
２
０
１

７
年
９
月
に
活
動
を
開
始
し

た
。
義
広
さ
ん
は
２
人
の
娘
を

持
つ
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
。
離
婚

後
、
学
生
時
代
に
取
得
し
て
い

た
教
員
免
許
を
生
か
し
て
小
学

校
で
働
い
た
が
、
仕
事
、
育
児

と
家
事
を
一
人
で
行
う
日
々
が

続
き
、
体
調
を
崩
し
て
11
年
に

退
職
。
お
父
さ
ん
バ
ン
ク
を
始

め
た
。

　
義
広
さ
ん
は
「
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
な
ど
の
一
人
親
家
庭
と
、

余
力
の
あ
る
人
の
つ
な
が
り
を

つ
く
り
た
い
。
単
な
る
支
援
で

は
な
く
、
お
父
さ
ん
側
も
喜
ぶ

『
喜
び
合
い
』
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

　
初
め
て
利
用
す
る
人
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
登
録
者
と

利
用
者
の
交
流
会
「
お
父
さ
ん

バ
ン
ク
カ
フ
ェ
」
を
月
に
１
回

開
い
て
い
る
。
昨
年
12
月
15
日

に
は
埼
玉
県
越
谷
市
で
開
催

し
、
約
50
人
が
参
加
し
た
。
埼

玉
県
は
運
営
を
手
伝
う
人
材
の

紹
介
な
ど
で
協
力
。
内
田
貴
之

福
祉
部
企
画
幹
は
「
地
域
全
体

で
子
育
て
を
支
援
す
る
動
き
を

後
押
し
し
た
い
」
と
期
待
を
込

め
た
。

　
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
）
で
こ
の
ほ
ど
、
ロ

ボ
ッ
ト
が
が
ん
患
者
に
漫
才
を

披
露
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
と
甲

南
大
学
（
神
戸
市
）
、
奈
良
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
奈

良
県
生
駒
市
）
の
三
者
に
よ
る

共
同
研
究
で
、
漫
才
ロ
ボ
ッ
ト

が
患
者
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が

可
能
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た

め
行
わ
れ
た
。

　
甲
南
大
の
研
究
チ
ー
ム
が
開

発
し
た
漫
才
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
ツ

ッ
コ
ミ
役
の
「
あ
い
ち
ゃ
ん
」

と
ボ
ケ
役
「
ゴ
ン
太
」
の
コ
ン

ビ
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
技

術
を
使
い
、
お
題
を
与
え
る

と
、
２
〜
３
分
で
漫
才
の
台
本

を
自
動
で
作
る
。
こ
の
日
は
患

者
か
ら
「
お
正
月
」
の
お
題
を

与
え
ら
れ
て
漫
才
に
し
た
。

　
今
後
は
、
ビ
デ
オ
動
画
を
用

い
て
患
者
の
笑
顔
の
回
数
と
持

続
時
間
を
評
価
す
る
他
、
患
者

か
ら
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
精
神
的
健
康
状
態
を
調
査

す
る
。
将
来
的
に
人
と
ロ
ボ
ッ

ト
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

真
冬
の
高
野
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ

和
歌
山
県
高
野
町

　
厳
寒
期
の
高
野
山
（
和
歌
山

県
高
野
町
）
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
南
海
電
鉄
は
観

光
列
車
「
天
空
」
を
使
っ
た
ハ

イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
雪
に

覆
わ
れ
た
坂
道
を
登
っ
て
多
く

の
寺
を
見
て
回
っ
た
後
、
精
進

料
理
や
入
浴
を
楽
し
む

な
ど
冬
の
旅
を
堪
能
し

た
。

　
高
野
山
は
空
海
が
開

い
た
真
言
宗
の
聖
地
。

標
高
千
メ
ー
ト
ル
近
く

あ
り
夏
で
も
涼
し
く
、
海
外
の

観
光
客
に
も
人
気
が
高
い
。
観

光
客
が
多
い
の
は
紅
葉
の
時
期

や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
な
ど

だ
が
、
真
冬
に
も
違
っ
た
魅
力

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
企
画
し
た
。

　
ツ
ア
ー
は
「
天
空
」
で
橋
本

駅
（
同
県
橋
本
市
）
か
ら
極
楽

橋
駅
（
高
野
町
）
ま
で
移
動
し

た
後
、
不
動
坂
と
呼
ば
れ
る
約

２
・
５
キ
ロ
の
坂
道
を
１
時
間

余
り
か
け
て
徒
歩
で
登
っ
た
。

今
年
は
雪
が
少
な
め
で
、
雪
に

覆
わ
れ
た
厳
か
で
神
秘
的
な
雰

囲
気
と
は
い
か
な
か
っ
た
が
、

戦
国
武
将
真
田
幸
村
ゆ
か
り
の

蓮
華
定
院
や
高
野
山
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
言
え
る
壇
上
伽
藍
（
が

ら
ん
）
な
ど
、
多
く
の
人
気
ス

ポ
ッ
ト
を
回
っ
た
。
参
加
者
は

「
寒
い
け
ど
、
人
が
少
な
い
の

で
落
ち
着
い
て
楽
し
め
る
」
な

ど
と
話
し
て
い
た
。

　
同
社
は
「
冬
の
高
野
山
は
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
だ
が
、
ま
た
違
っ

た
魅
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
試

み
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し
て
い

る
。

性
的
少
数
者
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に

茨
城  

都
道
府
県
初
の
制
度
導
入
検
討

　
茨
城
県
が
、
性
的
少
数
者

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
の
カ
ッ
プ
ル
を

夫
婦
と
同
じ
よ
う
に
「
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
し
て
認
め
る
制
度
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が

30
日
、
分
か
っ
た
。
３
月
議
会

に
県
条
例
の
改
正
案
を
提
出

し
、
４
月
以
降
に
施
行
す
る
予

定
だ
。
県
に
よ
る
と
、
同
様
の

制
度
は
東
京
都
世
田
谷
区
や
福

岡
市
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
都
道
府
県
で
は
初
め
て
。

　
条
例
改
正
案
に
は
性
的
少
数

者
に
対
す
る
差
別
禁
止
な
ど
を

盛
り
込
む
方
針
で
、
施
策
の
一

つ
と
し
て
制
度
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。
対
象
は
、
県
内
在

住
者
も
し
く
は
在
住
予
定
で
、

成
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
要
件

と
な
る
見
込
み
。
　

　
同
性
愛
者
同
士
の
カ
ッ
プ
ル

は
、
一
方
が
入
院
し
た
場
合
に

病
院
か
ら
の
病
状
説
明
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
へ
の
入
居
が
難
し
か
っ
た

り
す
る
現
状
が
あ
る
。
県
福
祉

指
導
課
は
、
性
的
少
数
者
が
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
ず
に
生
活
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的

と
説
明
し
て
い
る
。

高
野
山
の
雪
道
を
歩
く
ツ

ア
ー
の
参
加
者
＝
19
日
午

後
、
和
歌
山
県
高
野
町
の

高
野
山

ロ
ボ
ッ
ト
が
患
者
に
漫
才

大
阪
が
ん
セ
ン
タ
ー



　
ジ
ャ
カ
ル
タ
歩
く
会
は
２
月

９
日
（
土
）
午
前
８
時
か
ら
、

西
ジ
ャ
ワ
州
ボ
ゴ
ー
ル
の
ム
カ

ル
サ
リ
果
樹
園
で
、
第
１
５
８

回
ウ
オ
ー
ク
を
開
く
。

　
今
回
は
３
時
間
弱
の
ロ
ン
グ

コ
ー
ス
と
２
時
間
程
度
の
シ
ョ

ー
ト
コ
ー
ス
。
両
コ
ー
ス
は
、

敷
地
内
の
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー

ル
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ま
で
は
同

じ
ル
ー
ト
。

　
ウ
オ
ー
ク
後
に
は
、
レ
ス
ト

ラ
ン
「Nyi Iteung

」
で
昼
食

会
を
行
う
。

　
「
広
大
な
敷
地
に
各
地
よ
り

集
め
ら
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
果

樹
や
草
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ウ
オ
ー
タ
ー
ゾ
ー
ン
や
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
エ
リ
ア
、
遊
園
地

も
あ
り
、
ミ
ニ
バ
ス
も
巡
回
し

て
い
ま
す
。
平
坦
な
道
で
歩
き

や
す
く
、
小
さ
い
お
子
さ
ま
連

れ
の
ご
家
族
も
楽
し
め
る
コ
ー

ス
で
す
。
水
場
の
蚊
が
多
い
場

所
や
日
陰
が
少
な
い
た
め
、
各

自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
」

　
詳
細
は
同
会
ブ
ロ

グ
（d

.h
aten

a.n
e.jp

/
jwcaruku/

）
で
。

　
申
し
込
み
、
問
い
合

わ
せ
は
事
務
局
（
メ
ー

ルjw
carukukai@

gm
ail.

com

）
、
高
岡
さ
ん
（
携
帯
０

８
１
２
・
９
１
５
４
・
７
５

６
）
ま
で
。

　
リ
コ
ー
ダ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
を
楽
し
む
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
・

リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

は
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

　
ソ
プ
ラ
ニ
ー
ノ
か
ら
バ
ス
ま

で
５
種
類
の
リ
コ
ー
ダ
ー
を
使

い
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
リ
コ
ー

ダ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
平
日
・
土
日
含
め
月
に
３
〜

４
回
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ブ
キ

ッ
ト
・
ゴ
ル
フ
ア
パ
ー
ト
の
フ

ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
活
動

し
て
い
る
。
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
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埼
玉
県
立
浦
和
高
校
Ｏ
Ｂ
の

集
ま
り
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
浦
高

会
」
は
20
日
、
西
ジ
ャ
ワ
州
カ

ラ
ワ
ン
県
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場

「
ロ
ー
タ
ス
レ
イ
ク
」
で
、
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
齋
藤
さ
ん
の
送

別
ゴ
ル
フ
を
開
催
。
そ
の
後
、

同
県
の
料
理
店
「
鍋
屋
」
に
て

送
別
会
を
行
っ
た
＝
写
真
。

　
一
時
雨
天
に
も
な
っ
た
が
、

そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
暑
さ

も
和
ら
い
だ
中
で
、
別
れ
を
惜

し
み
な
が
ら
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
の

送
別
会
も
い
つ
も
通
り
の
大
変

有
意
義
か
つ
楽
し
い
会
と
な
っ

た
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
よ
り
帰
任
し
た
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
浦

高
会
「
日
本
支
部
」
も
活
動
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
の
貴
重
な
出
会
い
を
帰

国
後
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　
当
会
は
、
お
よ
そ
2
、
3
カ

月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
、
懇
親

会
や
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
て
い

る
。

　
「
埼
玉
県
立
浦
和
高
校
Ｏ
Ｂ

の
方
は
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
熱
き
浦
高
男
児

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
」

　
問
い
合
わ
せ
は
川
端
さ
ん

（
メ
ー
ルyusuke.k.hal@

gm
ail.com

）
ま
で
。

齋
藤
さ
ん
を
送
別

日
本
支
部
も
活
動

 

果
樹
園
に
行
こ
う

                          

◇
歩
く
会
◇

一
緒
に
奏
で
よ
う

◇
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
◇

      

募
集

                     

◇
プ
ラ
金
会
◇

ゴルフコンペ

▼75年会
　1975年生まれの集まり、75
年会は２月５日（火）、ジャ
カルタ特別州内でゴルフコン
ペと新年会を開催する。
　問い合わせは須賀井さん
（携帯0811・9936・501、メ
ールmastermasa2004@yahoo.
co.jp）まで。
▼ジャカルタ猛虎会
　プロ野球・阪神ファンの集
まり、ジャカルタ猛虎会は２
月９日（土）、ジャカルタ特
別州内でゴルフコンペと新年
会を開催する。
　問い合わせは須賀井さん
（携帯0811・9936・501、メ
ールmastermasa2004@yahoo.
co.jp）まで。
▼大東京会
　東京都出身者による集ま

り「大東京会」は３月24日
（日）、バンテン州タンゲラ
ンのインペリアル・クラブ・
ゴルフでゴルフコンペを開催
する。
　「東京都出身の方々とリラ
ックスして楽しくできるゴル
フ親睦会です」
　問い合わせは幹事の鈴木さ
ん（メールsuzuki@kiso-seiko.
com）まで。
▼長野県人会
　長野県人会は３月1 0日
（日）、バンテン州タンゲラ
ンのティガラクサ（旧タカ
ラ）ゴルフリゾートで第29回
ゴルフコンペを開催する。
　午前６時20分受付開始。プ
レー費は１人60万ルピア。参
加費は男性10万ルピア、女性
５万ルピア。会食費は割り勘
になる。申込締め切りは３月
４日（月）。

　「長野県にゆかりのある方
は誰でも参加できます！」
　問い合わせは山中さん（メ
ールyamanaka@indotaisei.
com）まで。

懇親会

▼佐賀県人会
　佐賀県人会は２月 1 5日
（金）、ホームカミングデーで
来イしている佐賀大学の一行
も交えた懇親会を南ジャカル
タのレストランで開催する。
　「ご自身ないし、ご家族
が出身、在学や勤務経験あ
りなど佐賀県にゆかりのあ
る方、参加をお待ちしていま
す」
　問い合わせは牟田さん
（メールkenichiro.muta@aon.
com）まで。
▼早大ジャカルタ稲門会
　早稲田大学ジャカルタ稲門

会は２月16日（土）午後５時
から、ジャカルタ特別州内で
懇親会である「米米会」を開
く。 
　「ご家族連れでも楽しめる
イベント盛りたくさん、皆さ
ま奮ってご参加ください。ま
た当会では、年数回の懇親
会、ゴルフコンペ、他大学と
のゴルフ対抗戦などのイベン
トを開催しております」
　問い合わせは戸崎さん（メ
ールjptozaki@gmail.com）ま
で。
▼タツノオトシゴ会
　兵庫県川西市にゆかりのあ
る人が集まる「タツノオトシ
ゴ会」は２月21日（木）、懇親
会を開催する。
　問い合わせは蛇草さん（メ
ールhagusa@os-selnajaya.
com、携帯0811・8118・194）ま
で。

　私は、八月十二日から十三日ま
でボゴールにあるジャングルウォ
ーターパークに行きました。ジャ
ングルウォーターパークで一番楽
しかったのは、ウォータースライ
ダーです。ねころがると水の流れ
が速くなり、スリルも出てきま
す。それにくらべ、座るとそんな

に速くなくなります。そういう所
が面白いです。
　二番目に楽しかったのがビック
リバケツのあるプールです。ビッ
クリバケツから水が落ちるとあわ
がたくさんのこります。ビックリ
バケツから水が落ちるときに近く
にいたら少しあたったところがい
たいけど、なれてきたらとても近
くに行くのが楽しくなります。
　また、ウォーターパークに行き
たいです。

ウォーターパーク
小学部４年４組
山下　あい

　昨年八月から、インドネシア・
ジャカルタに住んでいます。日
本、アメリカとの違いは、南半球
に位置すること、赤道直下の熱帯
性気候であることです。一年は、
乾期、雨期に分かれ、一年を通じ
て気温二十一度～三十三度、湿度
六十～八十パーセントと、四季を
感じない国です。但し、朝と夕方
は、とてもすずしく、過ごしやす
いです。
　人口は、約二億五千万人で、世
界で第四位です。僕の住んでいる
ジャカルタは、約三千万人とのこ
とです。南半球の特徴として、南

十字星が見えること、トイレの渦
巻きが、反時計回りであることで
す。人口の約九十パーセントがイ
スラム教徒です。毎年日の出から
日の入りまで、食べ物、水を取る
ことが出来ないラマダンの儀式が
あります。
　ジャカルタの日本人学校は、と
ても大きなマンモス校で、勉強、
運動の万能な生徒が多い印象があ
ります。ぼくも、友達と仲良く、
元気に誰にも負けないように勉強
に運動に、頑張りたいと思いま
す。七月十一日から日本に一時帰
国し、地元の中学校に体験入学し
ます。二学期に元気なみなさんに
会えることを楽しみにしていま
す。

インドネシア
中学部１年３組
松本　大聖

　私は毎日、日記を書いている。
理由は二つある。
　一つ目の理由は、一日のその日
の出来事を振り返るためだ。自分
が一日に何をしてどんな事を思っ
たのか改めて考えることができ、
次はこうしたらいいなどと自分を
客観的な視点で見ることができる
からだ。二つ目の理由は、大人に
なったときに自分が十三歳の時は
こんなことを思っていたけど、今
はこう思っているんだなと子ども
の頃の自分と比べることができる
と思うからだ。子どもの視点と大
人の視点では考えることが違った

り思うことが違う。そこが日記の
面白いところだと思う。
　私が日記に出会ったのは、父に
一年日記をもらったことがきっか
けだった。最初はなにげなく書い
ていたが、いつの間にか毎日の日
課になっていた。今まで書いてき
てなぜ飽きなかったのか自分でも
不思議に思う。自分が今まで書い
たことを振り返ってみるととても
面白い。思い出がいっぱい詰まっ
ているなととても感じた。
　もうそろそろ今書いている日記
帳がすべて埋まりそうだ・・・。
今度は、三年日記にもチャレンジ
してみたいなと思う。
　あなたも日記を書いてみてはど
うですか？

日記
中学部２年３組
谷　咲来

　中学生活がもう終わろうとして
いる。また、義務教育も終わる。
僕はこの三年間で色々な事を学ん
だ。人生とは短くて長いものだと
思った。
　一年生の時、僕は小学校を卒業
して少し大人になった気分だっ
た。これから始まる中学校生活へ
の期待で満ちていた。今思えば何
に期待していたのか判らない。一
年生の時の行事は全てが適当だっ
た。なぜ三年生はみんな一生懸命
なのだろうと思った。今の自分か
ら「もっと楽しめ」と言いたい。

　二年生、その時僕は楽しかった
と思っていた。しかし今思うとも
っと楽しくできたのではないかと
思う。そこにはまだ手を抜いてい
る自分がいた。やはりその時の自
分にも、一年生の時の自分にも同
じことが言える。だが、もう過ぎ
たことに何を言っても戻らない。
後悔しても仕方がない。今をそし
てこれからをもっと楽しもうと思
う。
　今後は自分の手でレールを敷い
て行かなければならない。三年間
で学んだことや教わったことを、
人生で後悔しないように役立て、
楽しい人生にしたい。また、楽し
い事ばかりでないので、そこは頑
張って乗り越えたい。

三年間
中学部３年３組
松山　悠大

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
・
バ
ロ
ッ
ク
な
ど
レ
パ
ー
ト

リ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
。

　
「
学
校
で
習
っ
た
こ
と
の
あ

る
リ
コ
ー
ダ
ー
。
吹
い
て
い
る

と
自
分
自
身
が
癒
や
さ
れ
る
の

を
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
リ
コ

ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
時
に
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
！
」

　
問
い
合
わ
せ
は
五
百
住
さ
ん

（
携
帯
０
８
１
２
・
８
０
７

７
・
９
３
１
２
）
か
、
堀
さ
ん

（
同
０
８
１
１
・
９
７
８
・
６

３
３
）
ま
で
。

◇浦高会◇
　
チ
カ
ラ
ン
地
区
中
心
の
金
型

鋼
材
、
金
型
製
作
な
ど
の
関
係

者
の
集
い
「
プ
ラ
金
会
」
は
、

新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
山
口
さ

ん
（
メ
ー
ルplakinnkai@

gm
ail.com

）
ま
で
。

新
規
会
員
募
集
！

◇
プ
ラ
金
会
◇

（2017年度）



5

15

6

16

7

17

8

18

9

19

10

20

11

21

12

22

13

23

14

24

25

26

27

28

5

15

6

16

7

17

8

18

9

19

10

20

11

21

12

22

13

23

14

24

25

26

27

28

WAKUWAKU JAPAN 週間番組表　２月２日〜２月８日

05:00 大改造!!劇的ビフォーアフタ
ー #89

06:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2016) #10

07:00 黒革の手帖(2017) #5

08:00 大奥　～華の乱～  # 1 0
【終】

09:15 大改造!!劇的ビフォーアフタ
ー #89

10:15 もしもツアーズ #56

10:45 Kawaii JAPAN-da!! #71

11:15 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2016) #10

12:15 黒革の手帖(2017) #5

13:15 大奥　～華の乱～  # 1 0
【終】

14:30 Catch Your Dream! -Study 
in JAPAN-  #15

15:30 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #8

15:45 Japan Endless Discovery
16:00 有吉くんの正直さんぽ #16

17:30 はんなりギロリの頼子さん 
#3

18:00 渡辺篤史の建もの探訪 スペ
シャル #1【新】

19:00 誘拐法廷～セブンデイズ～

21:00 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #9

21:15 SPACE SHOWER SWEET 
LOVE SHOWER 2018 Day1

24:15 渡辺篤史の建もの探訪 スペ
シャル #1

25:15 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #9

25:30 はんなりギロリの頼子さん 
#3

26:00 SPACE SHOWER SWEET 
LOVE SHOWER 2018 Day1

05:00 有吉くんの正直さんぽ #16

06:30 渡辺篤史の建もの探訪 スペ
シャル #1

07:30 黒革の手帖(2017) #1

08:45 黒革の手帖(2017) #2

10:00 黒革の手帖(2017) #3

11:00 黒革の手帖(2017) #4

12:00 黒革の手帖(2017) #5

13:00 誘拐法廷～セブンデイズ～

15:00 はんなりギロリの頼子さん 
#3

15:30 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #9

15:45 Japan Endless Discovery
16:00 くりぃむしちゅーのハナタ

カ!優越館 #10

17:00 大改造!!劇的ビフォーアフタ
ー 2時間スペシャル #15

19:00 痛快TVスカッとジャパン 
#88

20:00 メゾン・ド・ポリス #3

21:00 Japan Endless Discovery
21:15 SPACE SHOWER SWEET 

LOVE SHOWER 2018 Day2

24:15 絶対に行きたくなる！北海
道ラーメン２０１８-究極の
ラーメンも作っちゃおうSP-

25:15 Japan Endless Discovery
25:30 感動！冬の北海道　内山理

名のフォトジェニックな旅
26:00 SPACE SHOWER SWEET 

LOVE SHOWER 2018 Day2

05:00 大改造!!劇的ビフォーアフタ
ー 2時間スペシャル #15

07:00 黒革の手帖(2017) #1

08:15 黒革の手帖(2017) #2

09:30 黒革の手帖(2017) #3

10:30 黒革の手帖(2017) #4

11:30 黒革の手帖(2017) #5

12:30 メゾン・ド・ポリス #3

13:30 感動！冬の北海道　内山理
名のフォトジェニックな旅

14:00 絶対に行きたくなる！北海
道ラーメン２０１８-究極の
ラーメンも作っちゃおうSP-

15:00 大改造!!劇的ビフォーアフタ
ー 2時間スペシャル #15

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#88

18:00 羽田美智子の京都専科 #1
【新】

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #96

19:00 世界！ニッポン行きたい人
応援団 #29

20:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2016) #11【終】

21:15 SPACE SHOWER SWEET 
LOVE SHOWER 2018 Day3

24:15 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2016) #11【終】

25:30 羽田美智子の京都専科 #1

26:00 SPACE SHOWER SWEET 
LOVE SHOWER 2018 Day3

05:00 羽田美智子の京都専科 #1

05:30 WA K UWA K U  JA PA N 
INFORMATION

06:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2016) #11【終】

07:15 Catch Your Dream! -Study 
in JAPAN-  #15

08:15 第2回　日・ASEAN音楽　-
平和への祈り‐

10:15 世界！ニッポン行きたい人
応援団 #29

11:15 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2016) #11【終】

12:30 第2回　日・ASEAN音楽　-
平和への祈り‐

14:30 追跡！極上マグロ完結編

15:30 世界！ニッポン行きたい人
応援団 #29

16:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #96

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#30

18:00 羽田美智子の京都専科 #2

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #97

19:00 マツコの知らない世界 #37

20:00 メゾン・ド・ポリス #1

21:15 黒革の手帖(2017) #6

22:15 大奥　～華の乱～　スペシ
ャル

24:25 ジャカルタ「絆」駅伝2018
25:25 Japan Endless Discovery

25:40 黒革の手帖(2017) #6

26:40 大奥　～華の乱～　スペシ
ャル

28:50 Japan Endless Discovery

05:00 羽田美智子の京都専科 #2

05:30 WA K UWA K U  JA PA N 
INFORMATION

06:00 メゾン・ド・ポリス #1

07:15 黒革の手帖(2017) #6

08:15 大奥　～華の乱～　スペシ
ャル

10:25 マツコの知らない世界 #37

11:25 メゾン・ド・ポリス # 1
【新】

12:40 黒革の手帖(2017) #6

13:40 Japan Endless Discovery
14:00 痛快TVスカッとジャパン 

#30

15:00 マツコの知らない世界 #37

16:00 羽田美智子の京都専科 #2

16:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #97

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#31

18:00 羽田美智子の京都専科 #3

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #98

19:00 トラベルサラダ シーズン3 
#16

19:30 Catch Your Dream! -Study 
in JAPAN-  #10

20:00 メゾン・ド・ポリス #2

21:00 黒革の手帖(2017) #7

22:00 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #9

22:15 大奥スペシャル　～もうひ
とつの物語～

24:00 メゾン・ド・ポリス #2

25:00 黒革の手帖(2017) #7

26:00 大奥スペシャル　～もうひ
とつの物語～

27:45 Japan Endless Discovery
28:00 WA K UWA K U  JA PA N 

INFORMATION
28:30 Catch Your Dream! -Study 

in JAPAN-  #10

05:00 羽田美智子の京都専科 #3

05:30 WA K UWA K U  JA PA N 
INFORMATION

06:00 メゾン・ド・ポリス #2

07:00 黒革の手帖(2017) #7

08:00 大奥スペシャル　～もうひ
とつの物語～

09:45 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #98

10:15 トラベルサラダ シーズン3 
#16

10:45 Catch Your Dream! -Study 
in JAPAN-  #10

11:15 メゾン・ド・ポリス #2

12:15 黒革の手帖(2017) #7

13:15 大奥スペシャル　～もうひ
とつの物語～

15:00 トラベルサラダ シーズン3 
#16

15:30 Catch Your Dream! -Study 
in JAPAN-  #10

16:00 羽田美智子の京都専科 #3

16:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #98

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#32

18:00 羽田美智子の京都専科 #4

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #99

19:00 相葉マナブ #47

19:30 行きたがリーノ #127

20:00 メゾン・ド・ポリス #3

21:00 黒革の手帖(2017) #8【終】

22:15 きみはペット #1【新】

23:15 きみはペット #2

24:15 メゾン・ド・ポリス #3

25:15 黒革の手帖(2017) #8【終】

26:30 きみはペット #1

27:30 きみはペット #2

28:30 WA K UWA K U  JA PA N 
INFORMATION

05:00 羽田美智子の京都専科 #4

05:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #99

06:00 メゾン・ド・ポリス #3

07:00 黒革の手帖(2017) #8【終】

08:15 きみはペット #1

09:15 きみはペット #2

10:15 相葉マナブ #47

10:45 行きたがリーノ #127

11:15 メゾン・ド・ポリス #3

12:15 黒革の手帖(2017) #8【終】

13:30 きみはペット #1

14:30 きみはペット #2

15:30 行きたがリーノ #127

16:00 羽田美智子の京都専科 #4

16:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #99

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#33

18:00 羽田美智子の京都専科 #5

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #100

19:00 もしもツアーズ #57

19:30 Kawaii JAPAN-da!! #72

20:00 BORDER 贖罪

22:00 きみはペット #3

23:00 きみはペット #4

24:00 BORDER 贖罪

26:00 きみはペット #3

27:00 きみはペット #4

28:00 WA K UWA K U  JA PA N 
INFORMATION

28:30 Kawaii JAPAN-da!! #72

誘拐法廷～セブンデイズ～＝２日
（土）19:00
　韓国で大ヒットを記録した映画
「セブンデイズ」の日本版スペシャ
ルドラマ。松嶋菜々子と丸山隆平

（関ジャニ∞）が弁護士を演じる。
　敏腕弁護士・芽依子の一人娘が誘
拐された。犯人の要求は、殺人罪で
起訴された、限りなく有罪と思われ
る被告人を裁判で無罪にすること。
しかも、タイムリミットはわずか７
日間。「母性」と「倫理」、さらに
「どんでん返し」がめまぐるしく交
錯するノンストップサスペンス。
S P A C E  S H O W E R  S W E E T  L O V E 
SHOWER 2018＝２日（土）～４日
（月）21:15
　通算23回目を迎えた夏の野外フ
ェスティバル「SPACE SHOWER 
SWEET LOVE SHOWER」。富士山
を望む山中湖畔という絶好のロケ
ーションで、3日間にわたり、ONE 
OK ROCK、Suchmosなど、合計63組
のアーティストが白熱のLIVEパフ

ォーマンスを繰り広げた。その模様
を３夜連続で放送する。
渡辺篤史の建もの探訪 スペシャル
＝2日（土）、９日（土）18:00
　日本全国のアイディアあふれる素
敵なお宅を訪ね、こだわりの建もの
や住人の暮らしぶりを紹介する人

気長寿番組「渡
辺篤史の建もの
探訪」の特別編
「家好き芸人集
合スペシャル」
を２週連続で放
送する。父親が
一級建築士の千
原ジュニアと名
門大学で建築を
学んだアンガー
ルズ田中が俳優

の渡辺篤史と共に、ユニークな住宅
を訪問する。
BORDER 贖罪＝８日（金）20:00
　直木賞作家・金城一紀の原案・脚
本による斬新な設定と小栗旬主演で
大ヒットした刑事ドラマ「BORDER
　警視庁捜査一課殺人犯捜査第４

係」の特別編。
　頭部を被弾して「死者と対話でき
る」という特殊能力を得た刑事が、
望まずして命を絶たれた被害者の無
念を晴らすべく事件に立ち向かう。
本作は連続ドラマの衝撃のラストか
らその先を描く。
大改造!!　劇的ビフォーアフター 2
時間スペシャル＝３日（日）、10
日（日）17:00
　視聴者からのリフォーム依頼を
「匠」と呼ばれるスペシャリストが
見事に改造する超人気番組の特別
編。今回はWAKUWAKU JAPANで
10月に放送したフランス・パリ市内
のアラン家のリフォームの続編を３
日と10日の２週にわたり放送する。
築150年の石造りのアパートがどう
生まれ変わるか？©tv asahi/TOEI COMPANY,LTD.

©SPACE SHOWER SWEET LOVE SHOWER 
2018 / Kyary Pamyu Pamyu Photo by 
Yosuke Kamiyama

©tv asahi/JAPAN 
CABLE TELEVISION, 
LTD.

２日（土） ３日（日） ４日（月） ５日（火） ６日（水） ７日（木） ８日（金）
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